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産学官民連携・協働
長江曜子（聖徳大学児童学科）

１．実態と課題

松戸市は約 48 万 1 千人の人口を擁する，東葛地区総人口

130 万人中の，最大都市であり，最も東京に近い立地条件

にある。昭和３５年の，常盤平団地入居に始まる，急激な

人口増の時代を経て，現在は流入人口の高齢化と多死社会，

少子化，人口減少期を迎えている。松戸市は，必ずしも活

性化されているとは言えない状況である。

松戸市内の産学官民の，対象別にみた特徴と現状，課題

について考えてみると，4点あげられる。

①　市内の４大学は，多様な研究分野の大学群である。

千葉大園芸学部：園芸学，環境，農業，栄養学，バイ

オテクノロジー

聖徳大学：児童学，心理学，社会福祉学，文学，音楽，

生涯教育学，栄養学，看護学等

日大松戸歯学部：歯科学　健康

流通経済大学：経済学，社会学，流通情報学，法学，

スポーツ健康学，国際観光学等

　今後，少子化による学生数の減少や，大学のユニバー

サル化において，学生の学力低下や，就職難，就業力

の問題などに課題がある。

②　行政

　松戸市内の高齢化率 23％以上（常盤平団地では

40％），出生数は死亡数を少し上まわっているものの，

平成 23 年の東日本大震災以後の若年層の転出率が転

入率を上まわっており，わずかに減少が見られ，将来

に対する子育て支援やこどもや青少年施策の充実と松

戸ブランド再構築が求められる。

③　産業（農業，工業，商業，サービス業，ＩＴ企業等）

　市内の工業団地の衰退，都市型農業（無農薬野菜の

栽培や，暖冬的な矢切ねぎ，梨などのブランド産品）

の再活性化策の必要性，（社）松戸商工会議所との連携

協力を通して，商業地域の再開発問題とにぎわいの創

出，地域企業の雇用の促進等の課題がある。

④　ＮＰＯ，市民活動団体

　社会の変化に対応して活動の範囲や内容を進化しな

ければならないが，活動を担う人材の高齢化と後継者

育成問題に課題がある。

以上が 8月のワークショップで上った，松戸市の産学官

民の実態である。

共通した課題と問題点は，3点ある。まず第一は，産学

官民いずれにも，他の分野との連携窓口がないこと，第二

には，連携を促進するためのコーディネーターの人材育成

がなされていないこと，第三には，各組織に個別に取り組

んでいる連携事業があっても，協働事業として広がらない

点である。

２．コンセプトと目標設定

聖徳大学，千葉大（園）NPO団体，企業，松戸市行政が

加わった当グループで話し合ったことは，松戸には産学官

民の「含み資産」（ひと，もの，かね）がたくさんあること

である。それを活かすコンセプトとしては，「“松戸らしさ”

を活かす産学官民のネットワーク形成」である。現状とし

て，それぞれがばらばらに活動していることで，活動効果

が生まれにくい。キーワードとしての「連携」「ネットワー

ク」を促進するための，人材の育成を図ることが，目標で

あることが明らかであり，戦略目標として，5点があげら

れる。

ＳＴＥＰ１，各大学，行政，地域関係者の窓口を作る。

ＳＴＥＰ２，連携を促進するコーディネーターの確保。

ＳＴＥＰ３，産学官民連携に関する交流会，懇談会の実施。

ＳＴＥＰ４，市内４大学連携による事業の実施（事例作り）。

ＳＴＥＰ５，コンソーシアムセンターの設立。

３．具体的な事業

具体的な事業の大きな柱としては「“松戸版”産学官民連

携センター」の設立，およびコーディネーターの養成と設

置である。

＊事業方針としては 4点あり，

１．市内 4大学が連携，協力する窓口となり，様々なセク

ター，組織との，連携のコーディネートを図る。

２．企業やＮＰＯ，行政等と，地域での活動に学生が参加

し，実践的な学習の環境づくりを行う。

３．次世代の松戸を担う人材を育成し，その成果を地域に

還元する。

４．こどもから青少年が松戸の地域資源に触れ，体験活動

を通じて学ぶ社会教育の場を作る。

＊具体的な事業内容としては，以下の事業が話し合われた。

・４大学の専門分野を活かした社会教育のコーディネート

事業（事例，保育や子育て支援ボランティア。自然体

験，こどもシティガイド育成，歯科健康教育等）

・松戸市内にある里山や農地，地域食材を活かした地域活

性化事業（事例，多世代交流による農業体験，古民家体

験ツアー，まつどマルシェ－松戸産を味わう市場等）

・市民活動に学生の参画と協働の場づくり事業（地域の高

齢者見守り，中高生に対するユースワーカーの育成，マ
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＜特集＞　松戸市社会教育計画の方向性を探る

マ向け居場所づくり等）

・その他の事業（地域に開かれた人々が異世代交流できる

サロン開設，地域企業やＮＰＯでのインターンシップ体

験事業，松戸大収穫祭，駅前コンサート事業等）
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産学官民が連携事業を促進することによって，地域にど

んな効果が期待できるかについては，3点考えられる。

・学生にとっては，地域や企業，行政，ＮＰＯ等との連

携，実践的な体験を通して，大学での学びのモチベー

ションを向上させ，多世代や他大学との交流を通じて，

コミュニケーション能力，問題解決能力を身に付けるこ

とができる。社会性を身に付け，将来地域のリーダーと

して活躍できる人材となることができる。

・地域にとっては，大学に専門性を活かし，地域課題の解

決や活性化に市民とともに取り組むことができる。ま

た，地域の学びの拠点として，人々が集う場所づくりが

できる。

・子供たちや青少年にとっては，学校や家庭では体験でき

ない社会教育に触れる機会の拡充に役立ち，また大学生

がコーディネーター，ユースワーカーの役割として，主

体的に参画することで，異世代交流体験ができ，社会性

を身に付けることができる。

松戸市には，多くの能力を持つ産学官民の団体が存在し

ている。それら「含み資産」を十分に活かすためには，窓

口の設置，コーディネーターの育成，社会教育の協働事業

の実施をＰＤＣＡサイクル（計画，実施，チェック，改善）

に照らし合わせながら，「絵に描いた餅」的な計画倒れさせ

ない，息の長い実践的な社会計画の策定と実現が求められ

る。そのことを地道に行うことで，松戸を愛し，地域文化

を創造することに前向きな，真に幸せな社会づくりに，子

供から高齢者までがいきいき生きる社会・まつどづくりと

なるはずである。
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